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                      ２０２２年１月２５日 

 

京王観光が多摩地域の伝統工芸を活用した観光資源の 

発掘・観光ルートの開発とその魅力発信をいたします！ 

～モニターツアー 青梅コース～ 

 

 京王観光株式会社（本社：東京都渋谷区、取締役社長：杉田 伸一)は、東京都商工会連合会多摩観光推進協議会様（東

京都立川市、会長：山下真一）の令和３年度委託事業として、多摩地域の伝統工芸を活かした新たな観光資源発掘及び

観光ルートの開発を青梅市観光協会様（東京都青梅市、会長：小澤徳郎）および各受け入れ事業者様のご協力のもと、 

実施いたしました。 

 

 多摩地域では自然豊かな観光資源が数多く存在する一方、地域の伝統工芸等の文化体験や、都心から移動時間を有効

活用したツアーが少ないという現状があります。本事業では、旅行者等が多摩の魅力を肌で感じ、リピーターとして再

び多摩地域を訪れたくなるような観光資源の発掘と観光ルートの開発を行い国内外の旅行者等の誘致の促進を主たる目

的としております。 

 

 今回はその事業の一環として２０２１年１１月５日（金）に旅行事業者を対象としたモニターツアーを青梅市内で実

施いたしました。ツアーの詳細とツアーにご参加いただきました方より、感想、ご意見を頂きましたので、併せてご紹

介いたします。今後は本ツアーの実施経験を活かし、多摩地域の観光ルート開発や魅力発信に引き続き取り組んでまい

ります。 

 

１． モニターツアー日程表 

 

・青梅駅＝＝ 壺草苑（藍染め体験）＝＝ 小澤酒造（酒蔵見学）＝＝ままごと屋（ご昼食）＝＝  

 

 ＝＝平田鍛刀場（見学）＝＝吉川英治記念館（施設見学）＝＝紅梅苑（お茶会体験） 青梅駅 

           ※ツアー中、青梅銘菓「は万の 酒饅頭」をご試食いただきました。 

 

２． ツアー内の各施設様の紹介 

 

『藍染工房 壺草苑』 

化学薬品を一切使用せず、天然の原料のみを使用する染色方法を復活させ、 

人体や環境に優しい製品を生み出している工房さんです。 

東京の伝統工芸品を新しく現代に創出しその魅力を国内外発信する 

プロジェクト「東京手仕事」にも選出されています。 

 

 

『平田鍛冶場』 

日本刀から包丁、ナイフまで職人が丹精込めて制作する鍛刀場です。 

自社独自の玉鋼（たまはがね）という鉄を使用して、他と違う唯一無二の刃物 

を製作しています。 

多摩地域の新たな魅力をお届けいたします 

写真 

写真 



 

 

『澤乃井 小澤酒造』 

元禄の時代から自然豊かな奥多摩の地で、日本酒を造り続けてきている 

伝統ある蔵元の小澤酒造様。直営である「きき酒処」では、常時 10種類程の 

お酒が用意されています。 

 

 

 

『ままごと屋』 

澤乃井の仕込水と、厳選された国産大豆を使い毎日手作りしている豆腐や 

湯葉など、多摩川の畔にたたずむままごと屋のお席で、うつろう季節とともに 

素朴でやさしい料理を楽しめます。 

 

 

 

『吉川英治記念館』 

歴史小説の作家吉川英治が９年間住んでいた場所に建てられた記念館で、 

吉川英二と交流のあった裏千家との縁で、半世紀にわたり茶会を 

継続開催されています。 

 

 

 

 

『紅梅苑』 

吉川英治夫人が創業した和菓子店です。モニターツアーでは特別に裏千家の 

先生よりお茶の作法を伺いながら、紅梅苑の和菓子とともにお茶会体験を 

楽しんでいただきました 

 

 

 

『和菓子処 は万の』 

伝統の酒造法と和菓子技法を合わせた『本造り・酒まんじゅう』を 

はじめ、奥多摩産のそば粉で作った『そば大福』クリームチーズを 

オーブンで焼き上げた『はいちーず大丹波』等こだわりの銘菓が 

そろう老舗和菓子店。 

 

 

３．ツアーに参加してのご意見・ご感想 

・どこの施設も青梅の事が好きで仕事に誇りを持っていることを感じることができた。各施設様とも話を聞くこと、会

話をすることは必須であり、そうすることによって満足度が上がると感じました。 

・今まで知らなかった青梅の魅力を感じることができたツアーでした。藍染め体験や刀鍛冶体験等、他のツアーではな

いものが盛り込まれており、旅行商品化した時に PRしやすいと感じました。 

・体験することがこんなに楽しいとは思わなかった。青梅がこんなに魅力のある所ということが分かった。是非、会社

に持ち帰って検討しようと思う。 

写真 

写真 

写真 



・「人」の魅力があると思います。何度も訪れた場所でしたが、現地担当者の人を知れて良かったです。 

・地元の方の熱量や愛が伝わってきて貴重な経験と体験になりました。今後の商品造成に生かしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

４．本事業に関するお問合せ先 

京王観光株式会社 団体旅行営業部 東京中央支店 （担当：稲吉、国分） 

TEL: ０３－５３１２－６５４０ FAX: ０３－５３７９－０７４０  

（営業時間：平日９：００～１８：００ 土日祝休業） 

 

【参考】京王観光株式会社の概要 

 （１）商   号   京王観光株式会社 

 （２）所 在 地  東京都渋谷区初台１－５４－２ 

（３）主 要 業 務   ①旅行事業部門 

国内旅行、海外旅行、外国人旅行、主催旅行（キングツアー）、MICE、 

スポーツ団体サポート、航空券、私鉄乗車船券の発売、旅行傷害保険など 

②保険事業部門 

自動車保険、火災保険、傷害保険等の損害保険代理店業務及び 

生命保険の募集に関する業務 

（４）資 本 金   １億円 

 （５）代 表 者   取締役社長 杉田 伸一 

 （６）設 立 登 記   １９５３年６月１１日 

以上 

 
 

『小澤酒造』 
『御岳渓谷』 


